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協会からのお知らせ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 
■ Voters創刊
　広報誌「私たちの広場」をリニューアルして、情報
誌「Voters」をスタートさせました。
　私たちの広場は昭和27年12月、協会の前身団体であ
る公明選挙連盟が、「公明選挙時報」のタイトルで、公
明選挙運動の機関紙として創刊しました。新聞のタブロ
イド判サイズ裏表１枚で、月に２回程度発行し、１部２
円で販売しておりました。
　創刊号には発刊の辞として次の文を記しています。

「旧き太陽は西に落ちて新しい太陽が高くのぼっている。
主権民に在りの新憲法によって、政治のすべてが国民
の手にゆだねられたが、その趣旨は果たして徹底して
居るであろうか。公明選挙の声はあがったが、その実
効をあげることは容易でない。突き詰めて言えば、国民
の政治的意識を高め、その道念を引き上げなくてはなら
ぬことに不断の努力が必要となってくる。わが公明選挙
時報は、筆を載せて連絡につき、心ある人々と互に携
えて、遠大なこの目標に発足せんとするもの、切に大方
の支援をまつ。」
　以来、その目標を念頭に各種情報を提供してまいり
ました。昭和40年５月号からタイトルを「私たちの広場」
と改め、昭和50年４月号からは機関紙から広報誌への
脱皮を図り、Ｂ5判カラー表紙の雑誌形態に改め、新１
号と位置付けました。
　平成15年５月号から、より広報誌としての性格を強
めるため、Ａ4判オールカラーにリニューアルしました。
内容的には平成17年に「アメリカの有権者教育レポー
ト」を、18年には「ドイツの政治教育」を、19年には「イ
ギリスのシティズンシップ教育」を連載し、市民性教育
の重要性を強く意識した内容を心がけてきました。

　そしてこの平成23年６月号から、考える主権者をめ
ざす情報誌をコンセプトに、タイトルを「Voters」と改め、
内容もリニューアルして再出発を図ります。より国民の
政治・選挙に関する意識の高揚を図り、明るい選挙に
関する各種情報を広く周知することを意識してまいりま
す。公明選挙時報創刊号から数えてちょうど800号とな
ります。本誌の発行は、宝くじの社会貢献広報事業と
して助成を受けて行うものです。

■ 明るい選挙啓発ポスターコンクールの開催
　小中高校生を対象とするポスターコンクールを、都道
府県選管連合会、都道府県および市区町村選管との共
催、文部科学省、総務省、全国の教育委員会の後援に
より実施いたします。募集期間は５月９日から９月９日、
詳しくは協会HPをご覧ください。

■ 明るい選挙推進優良活動表彰
　明るい選挙の推進に取り組む活動で、他の模範とす
るにふさわしい活動を優良活動として表彰します。対
象は明るい選挙推進協議会のほか、自治会、婦人会、
NPO法人、その他の団体で明るい選挙の推進に取り組
んでいるものです。募集期間は６月１日から10月31日、
詳しくは協会HPをご覧ください。

■ 市区町村明推協研修会等開催支援事業
　市区町村明推協の常時啓発活動を支援するため、市
区町村明推協等が講師等を招聘して、研修会等を開催
する場合に要する講師の謝金等について、１団体あたり
15万円を限度に助成します。詳しくは協会HPをご覧く
ださい。
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●特集テーマは「二院制を考える」です。日本の国会は二院制を採用し
ていますが、そのあり様については古くから議論があり、改革も進め
られてきました。加えて衆参のねじれ問題の発生により、その議論の
輪が広がっています。海外に目を転じると、一院制の国会も珍しくあ
りません。憲法学と政治学の研究者に解説していただきました。
●情報フラッシュは、明るい選挙推進運動の活動紹介にとどまらずに、
広く選挙に関するトピックを集めました。また、海外の選挙事情は、
選挙制度の解説にとどまらず、当該選挙の与えた影響などの情報も提
供しようと考えております。
●未曾有の被害をもたらした東日本大震災は、選挙に関しても大きな影
響を与えました。統一選との兼ね合いを中心に整理いたしました。 

◆平成22年度明るい選挙啓発ポスターコンクール　
　文部科学大臣・総務大臣賞作品

永島 莉奈　群馬県沼田市立沼田南中学校1年（受賞当時） 

■評 村上 尚徳　
　　　前・文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官
　　　現・IPU環太平洋大学次世代教育学部教授

　画面右上の投票箱の投入口から、たくさんの投票用紙が降
ってきています。それぞれの用紙には、投票した人の願いが
書かれています。背景の上の方を暗い色にして投票箱の中の
イメージを出すとともに、下の方を明るい灰色にし、投票用
紙の桃色を引き立てるように工夫されています。

編　集　後　記 表紙ポスターの紹介






